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気　象　界　消　息

　1．　寒波．日本海海岸にまた大雪

　1月11日低気圧が通過，それに伴って寒冷前線が南下

し，北陸地方から東北地方日本海海岸にかけて大雪が降

り，12日早朝には箱根芦の湯にも　2cmの積雪があっ

た．また，13日（金）寒波がおそい，鹿児島でさえも午

前6時には，一30Cに下った．

　2．　本州中部に大雪

　1月26日から27日にかけて北からの季節風によって本

州中部では大雪が降り，全域を通じて，60～70cmの積

雪があり，二のため急行北陸は湯檜曽で9時間立往生し

た．

　3．　アメリカ合衆国に寒波

　1月23日（月）に北米合衆国北部で，極前線（arctic

front）が南下し，寒波がおそい，北ヵロライナから北

はニューイングランド，西は5大湖地方までが雪でおお

われ，ニューヨークでは12cmのの積雪があった．また

ストームは北米南部にまでみぞれを降らし，フロリダだ

けが寒波をまぬがれた。交通が途絶し，停電となり，ま

た雪のための交通事故，寒さによる心臓まひ等によって

48人の死者が出た。

4．　アルゼンチンに洪水

　1月19日（金）にアルゼンチン，ブエノス・アイレス

の南西，パムパス地方に洪水があり，20日には死者は20

名以上にのぼり，200名が行方不明となった。
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